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緒言
大気粉塵 (Airborne Particulate
Matter: APM) による汚染が問題
となっており、APM 中に含まれる
微量元素の測定による APM の
環境挙動の解明が必要とされて
いる。
プラズマの状態はチューニング, 校正及び測定時で同じ条件になるようにした。
USNと脱溶媒装置を用いたエアロゾル中の
元素質量流量と信号強度の比較による校正法
フィルター捕集による Cr及びその他11元素の
USN 試料導入効率算出の検証
結論
USN及び標準ガス発生装置を用いたCr導入効率とフィル
ター捕集により求めたCr導入効率は良い一致を示した。 標準ガスのCr(CO)6とUSNのCr標準溶液を比較する
試料導入効率の算出する校正法だけで、Crおよび
その他11元素の濃度を校正できる。
しかし、APM をフィルター上に捕集
する従来法ではサンプリング期間の
平均的な情報しか得られない。その
ため、より詳細な APM の情報を得
るために、優れた時間分解能をもつ
手法が求められている。
近年、APM のリアルタイムモニタリン
グは、ガス交換器を接続した ICP-MSに
よって行われたが、定量法は確立してい
ない。 本研究では、超音波ネブライザー
(USN) を用いることで APM 中微量元素
のリアルタイム定量法を開発した。
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*日本では 2009.9.9 に
PM2.5 の規制が始まった。
分析タイプ
E =
Ig – Ib
Mg
× ( Is – Ib )
×100
C × Fs
Mg: 標準ガスの質量流量 (ng/min)
Fs: 標準溶液の流量 (mL/min)
Ib : ブランクの信号強度 (count)
C : 標準溶液の濃度 (ng/mL)
USN による試料導入効率 E (%)
(孔径 0.22 μm)
HNO3 抽出
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ICP-MS
フィルター 1 & 2
標準溶液: C (ng/mL)
F (mL/min)
E: ? (%)
T (min)
質量: M1 & M2 (ng)
フィルターの捕集率: Et = (M1-M2) / M1
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USN による試料導入効率 E (%)
C × F × T
M1 ×
E =
M1: フィルター捕集された元素の質量 (ng)
F: 標準溶液の流量 (mL/min)
C: 標準溶液の濃度 (ng/mL)
T: ネブライズ時間 (min)
一致
×100
その他11元素の導入効率 (%)
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標準ガスを用いたCr導入効率
の校正は妥当なのか？
標準ガスを用いた試料導入効率の校正
は他の元素にも適用可能なのか？
M2: フィルター2に捕集された元素の質量 (ng)
超音波
ネブライザー
脱溶媒装置
Ig : 標準ガスの信号強度 (count)
Is : 標準溶液の信号強度 (count)
一致
フィルター捕集により求めたCr導入効率はその他11元素
の導入効率と良い一致を示した。
USNを用いることで標準ガスの無いCr以外の元素も値付けできるようにした。
USN による試料導入効率を正確に求めることが重要
Et: フィルターの捕集効率
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